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は じ め に
マタラム (Mataram) 王国は16世紀後半にジャワ島中部に興り, 17世紀
に東南アジア屈指の強国に発展した。この重要な国の建国年次について見
解の相違がみられる。本稿はその背後にある事情を明らかにし, あわせて
研究の現段階においては1578年を建国年次とみるべきことを示そうとする
ものである。その事情とは, 年次の計算方法の問題ではなく, パマナハン
(Pamanahan) がパジャン (Pajang) 支配下でマタラム領主になった年を建
国年とするか, その子セノパティ1) (Senopati) がパジャンの王に代わって
ジャワ全土の王たるべき地位をえたとされる年とするかという違いである。
その背景には, こうした歴史叙述が依拠するジャワ語の文献の性質に由来
する問題がある。
1 日本における諸見解
日本における見解の相違は高校の世界史Ｂの教科書にも現れている。い
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マタラムの建国年次について
『ババッド・タナ・ジャウィ』という
文学と歴史のはざまで
ま筆者の手元にある4種の教科書および関連書をみると次のようになる。
山川出版社 (2008年, 120頁) 16世紀末～1755
帝国書院 (2009年, 115頁) 16世紀末～1755
東京書籍 (2009年, 217頁) 16世紀半ば～1755
実教出版 (2009年, 228頁) 1582ごろ～1755
『世界史Ｂ用語集』(山川出版社2009年, 143頁) 16世紀末～1755
『詳説世界史 改訂版 教授資料』(山川出版社2009年, 359頁) 16世紀
末
『世界史小辞典』(山川出版社2004年, 669頁) 16世紀末～1755
『必携世界史用語』(実教出版2009年, 178頁) 1582ごろ～1755
16世紀半ば, 1582年ごろ, 16世紀末と３種類の意見のあることがわかる。
つぎに, おそらく教科書執筆の参考に資されるであろう, いくつかの事典
や概説的通史におけるマタラム建国の説明をみておく。刊行順に取り上げ
ることにする2)。
１ ｢1582年ごろから1755年まで」｢建国者セーナパティについては正
確なことはわからない｡」[永積1961：3523〕
２ ｢マタラム王国の建設者はセナパティといい, 1582年から1601年
まで在位したことになっている｡」[永積1977：1778〕
３ ｢それ〔パジャン〕をまたスノパティが破って, 1586年パジャン
から遠くないところにマタラム国を建てた」[鈴木1977：63〕
４ ｢パマナハンがマタラム王国をたて, その息子セナパティ (位
1584頃1601) 云々」[建国年次は記されない｡〕[生田1984：247]
５ ｢王国の起源は1578年ごろにさかのぼり建国者はスノパティとさ
れるが」[土屋1991：407〕
６ パマナハンは「1570年ころにマタラムの地を与えられ」｢かれは
1584年ころ死去し, その息子パヌンバハン・セナパティ・インガラ
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ガ (在位1584ころ～1601) がそのあとを継いだ｡」[生田1998：364]
７ ｢マタラムの地に〔中略〕パマナハンが勢力を扶植した｡｣〔年次
は記されない｡〕｢パマナハンの子スノパティ (在位15841601) の
時代, マタラムはパジャンから独立した｡」[弘末1999：116〕
８ ｢マタラム国は, パジャンに仕えるパマナハンが未開の地マタラ
ムを開き, その子のセナパティが自立したものである。1580年ころ
と推定される｡」[深見2008b：426〕
セノパティを建国者と明記する場合とそうでない場合, またその父パマ
ナハンに言及する場合とそうでない場合がある。年次については1570年代
から1580年代にかけて一定しない。ただし, 16世紀末とするものはない。
もちろんこうした見解の相違は日本に限らない。インドネシアでも, 欧
文文献でも同様である。それを紹介する前に,『ババッド・タナ・ジャ
ウィ』でマタラムの建国の事情がどのように書かれているかを示しておく
のが読者の便宜であろう。
2 『ババッド・タナ・ジャウィ』にみるあらすじ
見解の相違が生じる根本的な原因は, マタラム建国の説明が主に 『ババッ
ド・タナ・ジャウィ(Babad Tanah Jawi, ジャワ国縁起)』(以下 BTJとす
る) というジャワ語の文献に依拠していることにある。上記の日本語の資
料では生田〔1998：3634〕が BTJの内容を比較的よく紹介しているが,
ここでは非常に多くのバージョンのある BTJのなかで国際的にもっとも
流布している, いわゆるメインスマ (Meinsma) 版のオランダ語訳 [Ras
1987b : 55100] によって筆者が整理したものを示しておく。刊行された
BTJではいわゆるバライプスタカ (Balai Pustaka) 版 (ジャワ文字・ジャ
ワ語) が最も真正性が高いとされるが, メインスマ版はこれと同系統のテ
キストであり, 物語の大筋は一致している [Ras 1987b : XIVXXI]。
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１ パジャンのジョコ・ティンキル ( Joko Tingkir, 別名アディウィ
ジョヨ Adiwijoyo) に仕えていたパマナハンは, ジョコ・ティンキ
ルのライバルであるジパン ( Jipang) のアルヨ・パナンサン (Aryo
Panangsan) を倒した。
２ ジョコ・ティンキルはパジャンのスルタンに即位した。
３ パマナハンはアルヨ・パナンサンを倒した報償として, ジョコ・
ティンキルから約束どおりマタラムを与えられた｡ ただし,ジョコ・
ティンキルはその約束をなかなか実行せず, イスラム聖者スナン・
カリジョゴ (Sunan Kalijogo) に説得されてようやく実行した。
４ パマナハンが死ぬと息子のセノパティがマタラム領主を継いだ。
５ その後セノパティはジョコ・ティンキルとの戦いに勝利した。
６ ジョコ・ティンキルの死後, 実子のベノウォ (Benowo) はジパ
ン領主とされ, 女婿 (ベノウォの姉の夫) であるドゥマック
(Demak) 領主のプンギリ (Pangiri) がパジャンのスルタン位を継い
だ｡〔なお, セノパティは若くしてジョコ・ティンキルの養子になっ
ていたので, ベノウォおよびプンギリの義兄である｡〕
７ セノパティはベノウォに協力してプンギリに勝利した。
８ この時ベノウォはセノパティにパジャンの王位を譲ると申し出た。
セノパティはこれを断り, ベノウォをパジャンの王 (スルタン) と
し, 自らはマタラムの王 (スルタン) となった。しかしセノパティ
はパジャンにあったプソコ (pusoko, 王権の正統性を示す神器) を
入手しマタラムに運んだ。(資料参照)
９ その後セノパティは中部ジャワさらに東部ジャワ各地に支配をの
ばした。
我々は上の１～９の経緯は, ジャワの王国の正統な王位がマジャパヒト
(Majapahit)・ドゥマック・パジャン・マタラムと継承されたという, BTJ
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の過去認識の枠組みの中の一部分であること, したがって, パジャンの王
位の継承はジャワの正統な王位のそれという含意を有することに留意して
おく必要がある。というのも, BTJは18～19世紀のマタラム宮廷で詠まれ
たもので, マタラム王家とその時点の王の支配の正統性を謳うことを目的
とする作品だからである。本来口承文学であり, 我々が利用するのはそれ
が書き留められたものである。その内容は, 預言者アダムに始まり, 神話
伝説の神々・諸王を経てマジャパヒト・ドゥマック・パジャン・マタラムと
連なるジャワの諸王の系譜を語るものである。BTJは本質的に文学作品あ
るいは文学的歴史叙述というべきものであるが, セノパティ以前について
はとくに神話的, 神秘主義的傾向が強い3)。ここには, パマナハンやセノ
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地図 中･東部ジャワ (16世紀)
パティとその事跡を歴史的実在とみなすかどうかという歴史記述の本質に
関わる問題がある。言い換えれば, BTJを文学として読むのか歴史として
読むのかという問題である。しかしながら, 本稿で取り上げる問題は, 歴
史的実在とみなす立場に立つ記述においても, マタラムの建国年次につい
て意見が分かれていることである。
3 インドネシアの場合
インドネシアの歴史学界が総力をあげて編纂したといわれる『インドネ
シア国史 (Sejarah Nasional Indonesia)』(初版1975年, 全６巻)4) の最後の
版である第４版 (1984年, 全６巻) の第３巻「イスラム王国の形成と展開」
[Uka 1992] は, マタラム建国の経緯を扱わない。索引でもパマナハンは
みられず, セノパティは１度だけである。また文献目録ではドゥ・フラー
フ (De Graaf) の著作７点をあげながら, この問題を詳しく論じる1954年
の著作 (第６節参照) をあげていない。マタラム建国の経緯を取り上げな
い理由はわからない。パマナハンとセノパティの歴史的実在性を認めない
立場の可能性があるが, この巻は社会や文化の諸側面の叙述が中心をなし
ていて, 通有の政治史的記述がなされないためとも考えられる。
他方, 筆者の手元にあるその他の文献はいずれも２人の歴史的実在性を
認める記述をしている。まず２種の百科事典をみると,そのひとつ [Mulia
n. d.] では, パマナハンを建国者とみるらしい項目 (Mataram; Senapati)
がある一方で, セノパティをマタラム初代王とする項目 (Pamanahan) が
ある。パマナハンがマタラムに入った年次は1568年, 彼が死去しセノパティ
が継いだのは1575年とされる。
もう一つの百科事典のふたつの項目 (Mataram; Senopati) [Masyhuri
1990ab] をみると, セノパティを建国者とするが, 父パマナハンが死去しセ
ノパティが継承した年次は1575年, 1584年のふたつをあげている。パジャ
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ンのスルタン死去の年次も1582年と1588年のふたつをあげている。
５種の高校の歴史 (Sejarah) の教科書は, マタラム建国の扱い方の繁簡
は様々であるが, セノパティを建国者とすることでは一致している。年次
について相違のみられる場合もあるが, 1575年にパマナハンが死去しセノ
パティがマタラム領主を継承したことは一致している。
このうち２種〔Magdalia 2003 ; Yulianti 2007〕は, この1575年を以てマ
タラム王国の建国とする。１種 [Muhamad 2008] はこれを以て建国とし
ながら, マタラムの初代王セノパティの在位を1586～1601年とする。他の
２種 [Habib 2007 ; I 2006] は, セノパティが1575年にマタラムの領主になっ
たとし, マタラム王国の成立は1586年としている｡ この1586年は, パジャ
ンのスルタン・アディウィジョヨの死後, その実子のベノウォから養子の
セノパティに王位が委譲された年のことである。この王位はマタラム地方
ではなく, ジャワ全土の王位を意識している。
インドネシアの教科書では小学校 5・6 年生用の『祖国の歴史 (Sejarah
Tanah Air)』〔スロト1983〕と中学校１～３年生用の『インドネシア国史
(Sejarah Nasional Indonesia)』[インドネシア共和国教育文化省1982〕が日
本語訳されている。前者ではセノパティが1575年に父を継いでマタラム太
守となり, 1582年にパジャンのスルタンに勝利し, 1586年に全マタラム
〔このマタラムはジャワの間違いであろう〕を支配したとする。後者では
パマナハンに触れないなど詳細を述べずに, セノパティを創設者とし, そ
の在位年を15881601年としている。
以上の百科事典と教科書の他に, セノパティを建国者と明記しない文献
もあり [Purwadi 2007 ; Hamamintadipura 2006], インドネシアにおいてセ
ノパティを建国者とする説が支配的というわけではない。またセノパティ
を建国者としつつパジャンのスルタンからの継承を1582年とするものもあ
る [Bambang 2008]。
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マタラム王国の建国年次について, それが記される場合に, つぎのよう
な諸説があることになる。
パマナハンがマタラムの領主になった1568年。
パマナハンが死去しセノパティがマタラム領主を継承した1575年,
1584年。
セノパティがパジャンのスルタン位 (ジャワの王位) を継承した1582
年, 1586年, 1588年。
なお, これと連動しているパジャンのスルタンの死去については1582年,
1586年, 1587年, 1588年説がある。
4 欧 文 文 献
東南アジア史の通史として定評のあるホールは, BTJの記す建国の経緯
を紹介した上で, その歴史的実在性を否定するベルフ (C. C. Berg) の説
と, 実在性を肯定して詳細に論じるドゥ・フラーフの立場を紹介する。そ
して, いずれにせよスルタン・アグンが登場するかなり以前からマタラム
の拡大の基盤ができていたとする [Hall 1981 : 303307]。同じく浩瀚な東
南アジア通史においてアンダヤは, パマナハンに触れず, またセノパティ
を実像不明の人物として, マタラム建国の経緯を語らない。ホールと同じ
立場のようであるが, ドゥ・フラーフ説よりもベルフ説に賛成のように思
われる [Andaya 1992 : 418, 431]。
ホールやアンダヤは少数派にとどまり, マタラム建国の経緯を詳しく述
べるか簡単にすませるか, また歴史的事実として疑問を表明するかどうか
はともかく, セノパティまたはパマナハンを建国者として述べている。パ
マナハンを取り上げるか否かによって二大別できるようである｡ セノパティ
を建国者とし, パマナハンを取り上げないものでは, 年次を示さない場合
[Miksik 2004] のほか, 1582年とするもの [Pluvier 1995 ; Turner 1997 ;
国際文化論集 №44
― ―36
Jessup 1990 ; Vlekke 1943] と1584年とするものがある [Cribb 2000 ;
Headley 2004]。
他方で, セノパティを建国者と明記せず, パマナハンを (セノパティと
ともに) 設立者とする, あるいはパマナハンがマタラムを獲得したことを
述べるものがある。パマナハンがマタラム領主になった年次を記さない場
合 [ENI 2 : 442 (Kotta Gede); Lombard 1990] もあるが, 1570年頃とする
もの [Smithies 1986] と1570年代とするものがある〔Carey 1988 ; Ricklefs
2001 ; Supomo 1996]。セノパティの在位が記される場合は1584年頃からと
される。
5 マタラム建国者はパマナハンかセノパティか
年次の問題はしばらく置くとして, パマナハンとセノパティが歴史的実
在だとした場合, 我々はいずれを建国者とみなすべきであろうか。
第２節で紹介したあらすじによれば, マタラムは服属国として建国した
ものが独立国に上昇し, さらに中心勢力に発展するというコースを
たどった。同様の例にムラカ (Melaka, マラッカ), ドゥマック, バンテ
ン (Banten) などがある。ムラカの建国 (1400年ころ) はアユタヤの支配
権下であり (マジャパヒトの圧力も強かった), アユタヤからの自立を達
成したのはムザッファル・シャー (在位144559年) の時代であった。ドゥ
マックの建国 (15世紀末ないし16世紀初め) はマジャパヒトの支配下であ
り, やがてマジャパヒトを倒した。バンテンの建国 (1525年ころ) はドゥ
マックの支配下であり, その建国者グヌンジャティ (Gunung Jati) は終生
ドゥマックの宗主権を認めていたといわれる。このように一般的な歴史叙
述において, いずれも独立国の地位を獲得したときや中心勢力の権威を樹
立したときではなく, 服属国として建国されたときが建国年とされる。マ
タラムについても, これら諸国の例にならって, パマナハンがマタラムの
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領主になった段階 (あらすじの３) で建国とみなすのが妥当である5)。
では, セノパティを建国者とみなす説の根拠は何なのか確認しておきた
い。それはパマナハンの死去によってマタラム領主の地位を継承したこと
ではなく, パジャンのスルタン (ジョコ・ティンキル, アディウィジョヨ)
を倒し, その死後にその地位を継承したことにある。すなわち, このとき
セノパティは,パジャンからプソコ(神器)を自らのものとしたことによっ
て, ジャワの正統な唯一の王の立場を継承したとされるのである。マジャ
パヒト・ドゥマック・パジャン・マタラムというジャワの一連の, 連続す
る正統な王位を継承したことを以て, セノパティをマタラムの初代王, 建
国者とみなしているのである。その年次は, アンダヤのいうとおり1580年
代であるが, ジョコ・ティンキルの没年に連動していて, 1582年説, 1586
年説, 1588年説があって一定しない。ただし, 1584年説は, セノパティが
マタラム領主の地位を継承した年であるので, 除外すべきである。
セノパティを建国者と見なすことは, マタラム諸王をジャワの正統の中
に位置づける BTJの立場を受け継いでいることになる。セノパティがプ
ソコを継承する部分を参考までに資料にあげておく。このような語りが歴
史的事実を反映しているとみなすべきかという問題があるが, ここでは立
ち入らない。
6 パマナハンがマタラムを獲得した年次
次の問題はパマナハンがマタラムに入った年次である。
いままで見てきたように, 年次を記さないものがある一方で, 1568年説
のほか, 1570年代とするものがある。そしていままで取り上げなかったが,
1578年説がある。
このうち1568年説は少数派である。これはジョコ・ティンキルがパジャ
ンのスルタンに即位したとされる年であり, この時にパマナハンがマタラ
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ムの領主になったとの解釈である。しかし, ジョコ・ティンキルはパマナ
ハンへの約束をなかなか実行しなかった｡ スナン・カリジョゴの介入によっ
て初めて約束が実行されたというので, その年は1568年よりかなり後つま
り多数派の1570年代説が妥当であろう。
1570年代とする説のなかで具体的な年次を示すのは1578年説だけである。
この説を最初に提起したのはおそらくドゥ・フラーフである。
彼は1949年のインドネシア通史ではパマナハンが現在のコタグデに定着
した年次を明記せず, そこに小国を立て, 1575年ころに死去したはずと記
す [Graaf 1949 : 100]。この1575年説の根拠は示されていない。
その後彼は1954年に各種資料 (オランダ語・ポルトガル語資料を含む)
を総合したセノパティに関する研究を発表し, その中でパマナハンがコタ
グデにクラトン (王宮) を構えた年次として1578年説を提起した。そして
1584年に死去したとする。1578年説に関わる資料はジャワのババッド・サ
ンコロ (Babad Sangkala) ; BTJ ;スラット・コンド (Serat Kandha), またヨー
ロッパのラッフルズ (Raffles) およびハーヘマン (Hageman) であるとい
う。おおむね以下のように説明される [Graaf 1954 : 54]。
BTJ (メインスマ版174頁) によれば, プレレット (Pleret) のクラ
トンが陥落したときマタラム王国はちょうど100年であったという。
プレレットの陥落は1677年６月29日なので, ここからさかのぼらねば
ならない。太陽暦か太陰暦かの問題がある。おそらく1633年までは太
陰暦, それ以前は太陽暦である6)。かくして1578年となる。このクラ
トンが設立されるまで〔アルヨ・パナンサンが倒されてから〕20年の
対立と混乱の時期があったことになる。
パマナハンはマタラムのクラトンを設立後そこにどれくらいいたで
あろうか。後のオランダの情報 ( Jacob Couper) によれば, ６年間マ
タラムに生きていたというので, 1584年がパマナハンの死去とセノパ
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ティの出現のときであるが, これとは別に1583年とする資料もある。
メインスマ版 BTJの再版にあたって編集者となり, 長い解題を書いた
ラスは, 解題中の略年表において「1578年コタグデ (Kota Gede) 設立」
としている [Ras 1987b : LXIV]。またその本の裏表紙の紹介文では「マタ
ラム王国 (15781677)｣7) と記している。ただしラスはこの年次の根拠を
示していない。ドゥ・フラーフの説に依拠しているのかもしれないが, 不
明である。
マタラムの王宮はスルタン・アグンによってコタグデから, その南５キ
ロのクルト (Kerto) に移され, スルタン・アグンを継いだアマンクラッ
ト１世によってクルトの東１キロのプレレットに移された｡ 2000年代になっ
て,プレレットの王宮跡に考古学博物館(Museum Purbakala Pleret)が設立
された。そこに展示されるマタラム王国年表ではドゥ・フラーフ説に従っ
てと明記しつつ, 1578年にパマナハンによってマタラムが建てられ, 1584
年に彼が死んでセノパティが継承したとされている。
以上の他に, Sabdacarakatama [2010 : 5060] も1578年説をとっている
が, その根拠は示されていない。
まとめと今後の課題
マタラム王国の建国者については３つの立場がある。
第一は, ホールやアンダヤのように, BTJを依拠すべき史料から除外す
る立場である。この場合, パマナハンはもちろんセノパティも, スルタン・
アグンのもとで発展するマタラム王国のあいまいで神話的な前史として,
建国者は特定しないことになる。建国年次は当然明示できない。
第二は, 第一の立場と対照的に, BTJ (およびその他のジャワ語文献,
また欧文史料)に依拠するものである。この場合,パマナハンとセノパティ
を歴史的実在とみなすことになる。このうち, パマナハンがマタラム領主
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になったことを以てマタラムの建国とみなすのが第二の立場である。その
年次は諸説あるが, いずれにせよ1570年代であり, 1578年に特定する説が
有力に思われる。この場合, パマナハンの死去とセノパティによるマタラ
ム領主の継承は1584年であり, セノパティがパジャンのスルタンを倒し,
スルタンが死去したのは1587年, セノパティがジャワの正統な王となるの
は1587年または1588年となる [Graaf 1954 : 89103]。
第三は, セノパティを建国者とみなすものである。その根拠はマタラム
領主の継承ではなく, ジャワの正統な王の地位を継承したことにある。具
体的にはパジャンに伝承されたプソコを獲得したことである。その年次に
ついては, 1582年, 1586年, 1587年, 1588年とする説がある。
筆者はさしあたり, 第二の立場が妥当と考えている。ムラカ, ドゥマッ
ク, バンテンなどと同様に属国としての建国をその国の建国とみなしてよ
いであろう。さらに, 第三の立場は, プソコすなわちマジャパヒト・ドゥ
マック・パジャンと連なる, 正統な王位を表象する神器の存在が実証しが
たいだけでなく, あまりに物語性が強いと感じられるからである。
今後の課題としては, まず, 第一の立場の論拠を再検討する必要があろ
う。第二の立場については, ちょうど100年という BTJの語りを文字通り
に受けとるべきかという問題がある8)。そして, 第二, 第三の立場につい
て, 1578年説以外の年次の根拠も再検討すべきであろう。とくにセノパティ
がマタラム領主を継承したのを1575年とする説, またセノパティがジャワ
の正統な王位を継承したのを1582年とする説である。
資料 セノパティがベノウォをパジャンのスルタンに立てる (メインスマ
版 BTJのオランダ語訳からの重訳) [Ras 1987b : 99100〕
[プンギリを倒し, これをドゥマックに送り返した後〕セノパティ・ガ
ラガ, パンゲラン・ベノウォそしてその部隊は祝宴をもった。勝利を得た
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ばかりの時に行うのが習わしであり, 喜びの中であらゆる願望を満足させ
た。パンゲラン・ベノウォは兄セノパティに言った｡「兄上, お願いがあ
ります。パジャンの統治を受け入れ, 亡き父上の後を継いで下さい。長男
なのですから。わたしはまったく異存ありません。貴族として生きていけ
ば十分です。亡き陛下が残された財宝もお任せします」
セノパティは答えた｡「弟よ, お前の信頼はたいへんありがたいが, わ
しはここパジャンで王になろうとは思わぬ。わしはマタラムで王となるだ
けだ。それは亡きスルタン陛下によって与えられたものだから。さらには,
わしと我が子孫がマタラムで偉大な王になることは, すでにアラーによっ
て定められている。パジャンについては, ここにわしはお前を, 我らが亡
き陛下の後継者として王に立てよう。遺産からは, わしは銅鑼キヤイ・ス
カルドゥリマ, 馬銜キヤイ・マチャンググ, 鞍キヤイ・ガタユ, そしてあ
の祝福をもたらす聖遺物だけを所望する」
パンゲラン・ベノウォは, 所望されたものはあなたのものですと言い,
２人はクラトン〔王宮〕に入った。翌朝, 古くからのあらゆる聖遺物がマ
タラムに運ぶためにクラトンから取り出された。その後セノパティ・ガラ
ガとパンゲラン・ベノウォは外に出て, パグララン〔謁見場〕におもむい
た。セノパティは絨毯の上の黄金の椅子に座した。その前にマントリたち
とブパティたちが恭しく座った。セノパティの表情は明るく輝き, パンゲ
ラン・ベノウォを自分の横に座らせ, 拝謁する多くの者たちに言った｡
「ブパティたち, マントリたち, みな証人たれ。わしは弟パンゲラン・ベ
ノウォを, 我らが亡き父上の後継者として, パジャン王国を統治するスル
タンに立てる」
ブパティたちとマントリたちはこぞって賛意を示した。パンゲラン・ベ
ノウォがスルタンに立てられるとは予想外であったので, セノパティへの
尊敬はさらに高まった。続いてセノパティは弟に次の指示を与えた。王国
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の安全に配慮すること, 慎重さを失わないようにすること, ３種類の人々
をもつように気をつけること, 第一に宗教教師たち, 第二に占星術師たち,
第三に苦行者たち。王国の秩序について困った時には聖職者に助言を求め
よ, 将来を知りたければ占星術師に尋ねよ, 魔力について何か知りたけれ
ば苦行者に教えを請え。
パンゲラン・ベノウォはセノパティに感謝した。こうしてセノパティは
マタラムに戻るため別れを告げ, 部隊を率いて出立した。マタラムに到着
した。続いてセノパティはマタラムのスルタンに即位した。しかし彼はス
ルタンと呼ばれなかった。世間はみな彼をパヌンバハン・セノパティとの
み呼んだ。
注
1) セノパティのカタカナ表記はセーナパティ, セナパティ, スノパティなど
がある。このうち語頭の Se をスと表記するのはジャワ語としては正しくな
い。第２音節は na とも no とも表記され, どちらも誤っているわけではな
い。本稿では現在のジャワ語の発音で一般的なノとする。したがって, セノ
パティとする。
2) 『岩波講座東南アジア史』の第３巻「東南アジア近世の成立」では鈴木
[2001：96〕がマタラム王国に簡単に触れるだけである。筆者にはマタラム
の重要性が軽視されているように思われる。
3) BTJは17～18世紀に関しては歴史史料として利用される (深見2003参照)。
4) その編纂過程に関しては鈴木〔2004：200201〕参照。
5) パマナハンを初代とするなら,セノパティ (1601死) が第２代,クラプヤッ
ク (位16011613) が第３代, スルタン・アグン (位16131646) が第４代と
なる｡『インドネシアの事典』の項目「スルタン・アグン」[宮坂1991〕も
『新版東南アジアを知る事典』の項目「スルタン・アグン」[深見2008a〕
もスルタン・アグンを第３代としているのは間違いということになる。
6) スルタン・アグンは西暦1633年 (シャカ暦1555年) にそれまでの太陰太陽
暦であるシャカ暦に替えて太陰暦であるヒジュラ暦を採り入れ, ジャワ暦と
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した。ただし年号は従来のものを継承した。かくして西暦1633年７月８日が
ジャワ暦1555年第１月第１日となり, これ以前は太陰太陽暦, 以後は太陰暦
が行われることとなった。
7) ラスはマタラム王国の滅亡を今までみてきた1755年ではなく1677年として
いる。王宮または王都の所在地を国名とするジャワの伝統に従っているので
ある。王宮はコタグデからスルタン・アグンによりクルトに, アマンクラッ
ト１世によりプレレットに移されたが, いずれもマタラム (現ジョクジャカ
ルタ) 地方に位置した。王都プレレットは内乱によって崩壊し, 1677年パジャ
ン地方のカルタスラ (Kartasura) に遷都されたので, ジャワの伝統ではこれ
以後をカルタスラ王国と呼ぶ。その後王宮は1746年スラカルタ (Surakarta)
に移ったので, スラカルタ王国となった。ついで内乱のため二等分されるこ
とになり, 1755年にジョクジャカルタ王国が成立した。スラカルタ, ジョク
ジャカルタ両王国とも1945年インドネシア共和国が成立するまで存続した。
8) BTJ における100年を文字通り受け取るべきではないとする指摘がある
(宮坂1984参照)。
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The Year of Foundation of Mataram Kingdom:
A Problem between Literature and History
of the 	

Sumio FUKAMI
The kingdom of Mataram emerged in Central Java in the latter part of the
16th century, and in the following century became one of the leading powers
of Southeast Asia. There is a divergence among scholars regarding the date of
this kingdom’s founding. The present article examines the background to this
scholarly debate, and also, on the basis of current research, proposes the year
1578 as the most likely date.
The origins of the divergence lie in the nature of the text upon which histo-
rians have relied, namely the Javanese chronicle Babad Tanah Jawi (History
of the Land of Java). The chronicle was first compiled in the 18th19th century
as a paean justifying the rule of the present king and of the king's ruling house,
and presented to the king. The quandary for historical researchers has been
whether this document should be read as literature or as history.
The present article focuses on an issue that arises when the chronicle is un-
derstood as a historical text : namely, whether the establishment of the king-
dom should be dated to the year when Pamanahan became the lord of Mataram
as a vassal of Pajang, or to the year when Pamanahan’s son Senopati became
ruler of Java in place of the king of Pajang. I argue that the former is the more
appropriate, and that, among the various dates that have been suggested, 1578
is the most likely date for the kingdom’s founding.
